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ベルを電子スピン共鳴 (electron spin resonance; ESR) 法により測定した。これまで、これほど詳
細に産生される活性酸素種や量を検討した報告はなく、今後の医療応用を進める際には、有効性お
よび安全性を考慮する上で、大変貴重なデータとなる。 
第 5 章は総括である。 
 
以上、本論文は、近年注目を集めている低温大気圧プラズマの臨床的有用性に関し、その臨床応
用の可能性を示したものであり、医工学の発展に寄与するところ多大である。 
よって、本論文は博士（医工学）の学位論文として合格と認める。 
 
